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　福井出身の文字・漢字学者、白川静博士 (1910 ～
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文字学を活用して、独自の教材を作り、2008 年 4 月
から県内の公立小学校と特別支援学校で使い始めた。
　教材は①なぞり書きもできる書き込み式の練習帳、ワ
ークシート「楽しい漢字」、②活用の手引き、③壁など
に掲示できる漢字一覧表からなる。目や耳、手足、身体、
動作、動植物、地形、道具、等、漢字の成り立ちにつ
いて分かりやすい説明を掲載している（図表参照）。
　学習指導要領の学年別漢字配当表（1006 字）を基
準にしたうえで、異なった学年で学ぶ事になっている
漢字も、形や意味の類似している仲間の漢字を集めて、
体系的に学ぶよう工夫している。又、福井県での日常
生活で接する事の多い漢字（16 字）も配当表外から加
えている。
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